
○貸借対照表
基準日時点における財政状態（資産、負債及び純資産の残高）を表すものです。

　１．有形固定資産 　１．固定負債

①事業用資産 ①地方債

②インフラ資産 ②退職手当引当金

③物品 ③その他 ○町の資産と負債の状況
　２．無形固定資産 　２．流動負債

　３．投資及び出資金 　 ①１年内償還予定地方債

　４．基金 　 ②未払金

　５．未収金・貸付金 ③賞与等引当金

　６．現金預金 ④預り金

　７．棚卸資産 ⑤その他

　８．その他 負債合計

純資産合計

○行政コスト計算書 ○純資産変動計算書 ○資金収支計算書
　資産形成につながらない行政サービスに要したコストと、 　１年間に大治町の純資産が、どのような財源や要因で 　１年間の現金の流れを示すものです。

それらの行政サービスの対価としての使用料、手数料など

の収入を表示したものです。

　１．業務活動収支

前期末残高 　２．投資活動収支

　１．経常費用 純資産の減少 　３．財務活動収支

①業務費用 １．純行政コスト（△） 　本年度資金収支額

ア　人件費 純資産の増加 　本年度末資金残高

イ　物件費等・その他の業務費用 ２．財源 　前年度末歳計外現金残高

　　（うち減価償却費） ①税収等 　本年度歳計外現金増減額

②移転費用 ②国県等補助金 　本年度末歳計外現金残高

ア　補助金等 その他の増減 　前年度末現金預金残高

イ　社会保障給付 ３．資産評価差額 　本年度末現金預金残高

ウ　他会計への繰出金 ４．無償所管換等

エ その他 ５．その他

　２．経常収益 　　本年度純資産変動額 連結会計

①使用料及び手数料 本年度末純資産残高 全体会計 ※ ・愛知県市町村退職手当組合

②その他 普通会計 ・国民健康保険特別会計 ・愛知県後期高齢者医療広域連合

・一般会計 ・介護保険特別会計 ・海部地区急病診療所組合

　３．臨時損失 ・土地取得特別会計 ・後期高齢者医療特別会計 ・海部地区環境事務組合

　４．臨時利益 ・海部東部消防組合

・海部地区水防事務組合

※表示単位未満四捨五入のため、積上げ額と合計額が一致しない場合があります。 ※公共下水道事業特別会計は、公営企業会計への移行期間であるため対象にしていません。

純資産の部

　純経常行政コスト

　純行政コスト

負債・純資産合計

　本町はこれまで「基準モデル」により４つの財務書類（注）を作成してきましたが、平成２８年度決算分から団体間の
比較可能性や客観性の観点に基づき国から示された「統一モデル」により作成しました。

（注）４つの財務書類
　財務書類は、ストック（財産残高）を表す「①賃借対照表（バランスシート）」と、フロー(経常的な費用と収入)を表す
「②行政コスト計算書」、「③純資産変動計算書」、「④資金収支計算書」の４つで構成されています。
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平成29年度　大治町財務書類4表（概要版）　普通会計

（単位：千円）

資産の部 金　額 負債の部 金　額

689,686

（単位：千円）

0

0 5,938,211

52,009,273

１．町民１人当たりの資産と負債（平成30年3月31日現在人口32,495人）
　
　　資　産　　　　　　　　 約178万円

　　負　債　　　　　　　　　 約18万円

２．純資産比率　　　　　 　約89.8％

　　※純資産比率・・・総資産のうち、純資産の占める割合を示します。負債は、将来世代の負担と考えることが
　　　　　　　　　　　　　できることから、将来世代と過去の世代との負担割合を示すということができます。
　　　　　　　　　　　　　純資産比率が高いほど、将来世代の負担軽減が図られているということがいえます。

３．実質純資産比率　　　　約60.7％

　　※実質純資産比率・・・総資産比率の分母・分子からそれぞれインフラ資産を控除して算出します。
　　　　　　　　　　　　　　　 厳密な意味での財務の安全性を示しており、高ければ高いほど良好な
　　　　　　　　　　　　　　　 財政状態ということがいえます。

8,720 393,361

2,614,273 0
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資産合計 57,947,484 57,947,484

増減したかを明らかにするものです。

科　　　　　目 金　額

科　　　　　目 金　額

科　　　　　目 金　額 76,859

（単位：千円）

（単位：千円）
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○貸借対照表
基準日時点における財政状態（資産、負債及び純資産の残高）を表すものです。

　１．有形固定資産 　１．固定負債

①事業用資産 ①地方債

②インフラ資産 ②退職手当引当金

③物品 ③その他 ○町の資産と負債の状況
　２．無形固定資産 　２．流動負債

　３．投資及び出資金 　 ①１年内償還予定地方債

　４．基金 　 ②未払金

　５．未収金・貸付金 ③賞与等引当金

　６．現金預金 ④預り金

　７．棚卸資産 ⑤その他

　８．その他 負債合計

純資産合計

○行政コスト計算書 ○純資産変動計算書 ○資金収支計算書
　資産形成につながらない行政サービスに要したコストと、 　１年間に大治町の純資産が、どのような財源や要因で 　１年間の現金の流れを示すものです。

それらの行政サービスの対価としての使用料、手数料など 増減したかを明らかにするものです。

の収入を表示したものです。

　１．業務活動収支

前期末残高 　２．投資活動収支

　１．経常費用 純資産の減少 　３．財務活動収支

①業務費用 １．純行政コスト（△） 　本年度資金収支額

ア　人件費 純資産の増加 　本年度末資金残高

イ　物件費等・その他の業務費用 ２．財源 　前年度末歳計外現金残高

　　（うち減価償却費） ①税収等 　本年度歳計外現金増減額

②移転費用 ②国県等補助金 　本年度末歳計外現金残高

ア　補助金等 その他の増減 　前年度末現金預金残高

イ　社会保障給付 ３．資産評価差額 　本年度末現金預金残高

ウ　他会計への繰出金 ４．無償所管換等

エ その他 ５．その他

　２．経常収益 　　本年度純資産変動額 連結会計

①使用料及び手数料 本年度末純資産残高 全体会計 ※ ・愛知県市町村退職手当組合

②その他 普通会計 ・国民健康保険特別会計 ・愛知県後期高齢者医療広域連合

・一般会計 ・介護保険特別会計 ・海部地区急病診療所組合

　３．臨時損失 ・土地取得特別会計 ・後期高齢者医療特別会計 ・海部地区環境事務組合

　４．臨時利益 ・海部東部消防組合

・海部地区水防事務組合

※表示単位未満四捨五入のため、積上げ額と合計額が一致しない場合があります。 ※公共下水道事業特別会計は、公営企業会計への移行期間であるため対象にしていません。

　純経常行政コスト

　純行政コスト

負債・純資産合計

　本町はこれまで「基準モデル」により４つの財務書類（注）を作成してきましたが、平成２８年度決算分から団体間の
比較可能性や客観性の観点に基づき国から示された「統一モデル」により作成しました。

（注）４つの財務書類
　財務書類は、ストック（財産残高）を表す「①賃借対照表（バランスシート）」と、フロー(経常的な費用と収入)を表す
「②行政コスト計算書」、「③純資産変動計算書」、「④資金収支計算書」の４つで構成されています。
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（単位：千円）

平成29年度　大治町財務書類4表（概要版）　全体会計

（単位：千円）

資産の部 金　額 負債の部 金　額

0 5,938,562

52,845,371

資産合計 58,783,933 58,783,933

690,037

科　　　　　目

１．町民１人当たりの資産と負債（平成30年3月31日現在人口32,495人）
　
　　資　産　　　　　　　　　約181万円

　　負　債　　　　　　　　　　約18万円

２．純資産比率　　　　　　  約89.9％

　　※純資産比率・・・総資産のうち、純資産の占める割合を示します。負債は、将来世代の負担と考えることが
　　　　　　　　　　　　　できることから、将来世代と過去の世代との負担割合を示すということができます。
　　　　　　　　　　　　　純資産比率が高いほど、将来世代の負担軽減が図られているということがいえます。

３．実質純資産比率　　　　約62.8％

　　※実質純資産比率・・・総資産比率の分母・分子からそれぞれインフラ資産を控除して算出します。
　　　　　　　　　　　　　　　 厳密な意味での財務の安全性を示しており、高ければ高いほど良好な
　　　　　　　　　　　　　　　 財政状態ということがいえます。

8,720 393,361

2,848,178 0

397,109 92,287

1,131,860

純資産の部

0

金　額

科　　　　　目 金　額

科　　　　　目 金　額 78,644

（単位：千円）

（単位：千円）
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54,527,654 △31,536

4,653,876

23,750

1,443,487

△12,545,000 70,858

3,210,389

915,471

641,324

12,054,328 215,885

8,143,190

8,703,687 504

3,350,642 216,389

2,924,832

0

0 1,131,860

1,060,4985,006,253

12,545,000

212,105

129,705

250,103

△1,321,317

83,099

△1,682,283

167,004

52,845,371

12,546,962

0

1,962



○貸借対照表
基準日時点における財政状態（資産、負債及び純資産の残高）を表すものです。

　１．有形固定資産 　１．固定負債

①事業用資産 ①地方債

②インフラ資産 ②退職手当引当金

③物品 ③その他 ○町の資産と負債の状況
　２．無形固定資産 　２．流動負債

　３．投資及び出資金 　 ①１年内償還予定地方債

　４．基金 　 ②未払金

　５．未収金・貸付金 ③賞与等引当金

　６．現金預金 ④預り金

　７．棚卸資産 ⑤その他

　８．その他 負債合計

純資産合計

○行政コスト計算書 ○純資産変動計算書 ○資金収支計算書
　資産形成につながらない行政サービスに要したコストと、 　１年間に大治町の純資産が、どのような財源や要因で 　１年間の現金の流れを示すものです。

それらの行政サービスの対価としての使用料、手数料など 増減したかを明らかにするものです。

の収入を表示したものです。

　１．業務活動収支

前期末残高 　２．投資活動収支

　１．経常費用 純資産の減少 　３．財務活動収支

①業務費用 １．純行政コスト（△） 　本年度資金収支額

ア　人件費 純資産の増加 　本年度末資金残高

イ　物件費等・その他の業務費用 ２．財源 　前年度末歳計外現金残高

　　（うち減価償却費） ①税収等 　本年度歳計外現金増減額

②移転費用 ②国県等補助金 　本年度末歳計外現金残高

ア　補助金等 その他の増減 　前年度末現金預金残高

イ　社会保障給付 ３．資産評価差額 　本年度末現金預金残高

ウ その他 ４．無償所管換等

　２．経常収益 ５．比例連結割合変更に伴う差額

①使用料及び手数料 ６．その他

②その他 　　本年度純資産変動額 連結会計

本年度末純資産残高 全体会計 ※ ・愛知県市町村退職手当組合

　３．臨時損失 普通会計 ・国民健康保険特別会計 ・愛知県後期高齢者医療広域連合

　４．臨時利益 ・一般会計 ・介護保険特別会計 ・海部地区急病診療所組合

・土地取得特別会計 ・後期高齢者医療特別会計 ・海部地区環境事務組合

・海部東部消防組合

・海部地区水防事務組合

※表示単位未満四捨五入のため、積上げ額と合計額が一致しない場合があります。 ※公共下水道事業特別会計は、公営企業会計への移行期間であるため対象にしていません。
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5,576,816

226,432

116,554

3,546,296

681,989

9,712,930

金　額

319,895

　純行政コスト

203,341

14,691,349

0

　純経常行政コスト

323
１．町民１人当たりの資産と負債（平成30年3月31日現在人口32,495人）
　
　　資　産　　　　　　　　　約190万円

　　負　債　　　　　　　　　　約24万円
　
２．純資産比率　　　　　　　約87.4％

　　※純資産比率・・・総資産のうち、純資産の占める割合を示します。負債は、将来世代の負担と考えることが
　　　　　　　　　　　　　できることから、将来世代と過去の世代との負担割合を示すということができます。
　　　　　　　　　　　　　純資産比率が高いほど、将来世代の負担軽減が図られているということがいえます。

３．実質純資産比率　　　　約58.9％

　　※実質純資産比率・・・総資産比率の分母・分子からそれぞれインフラ資産を控除して算出します。
　　　　　　　　　　　　　　　 厳密な意味での財務の安全性を示しており、高ければ高いほど良好な
　　　　　　　　　　　　　　　 財政状態ということがいえます。
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科　　　　　目 金　額
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（単位：千円）

4,757,858

負債・純資産合計

5,298,314

1,752,018

平成29年度　大治町財務書類4表（概要版）　連結会計

（単位：千円）

721,929

7,091,749

5,304,54712,336,918

1,775,203

12,000

42,844,007

191,506

55,372,431

資産の部 金　額 金　額

　本町はこれまで「基準モデル」により４つの財務書類（注）を作成してきましたが、平成２８年度決算分から団体間の
比較可能性や客観性の観点に基づき国から示された「統一モデル」により作成しました。

（注）４つの財務書類
　財務書類は、ストック（財産残高）を表す「①賃借対照表（バランスシート）」と、フロー(経常的な費用と収入)を表す
「②行政コスト計算書」、「③純資産変動計算書」、「④資金収支計算書」の４つで構成されています。

負債の部

（単位：千円）

（単位：千円）
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科　　　　　目
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資産合計 61,840,84061,840,840

金　額
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